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高等学校における SGH施策の進行とその効果に関する研究

一一SGH指定校におけるアクティプ・ラーニング学習の充実を視点として一一
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1 本研究の問題の所在および目的

近年、世界は政治・経済・文化などが国境を越えて地球規摸で拡大するグ口、ーノ〈ル化時代を迎えている。

国際的には、グローパル化・多極化の進展、産業構造や就業構造の転換、園内では、生産年齢人口の急減、

労働生産性の低迷など国内外で大きな社会変動が起きている。この大きな社会変動の中、これからどのよ

うな社会構造となっていくのか、予想することが困難な時代となった。高等学校段階におけるグローノ勺レ

人材の育成は次代を担う有為な人材の確保に関わる重要な課題であるといえる1。そうした中、 2013(平成

25)年、第2期教育振興基本計画は、スーパーグローノ勺レハイスクール (SGH)の創設を決定した。

2016 (平成 28)年 3月、高大接続システム改革会議の最終報告では、複雑な状況の中に問題を発見し、

答えを生み出し、新たな価値を創造していくための資質や能力を育むことを高大接続の狙いとしている。

最終報告では、特に重視する身につけるべきカとして、 (1)十づ長な知識・技能、 (2)それらを基盤にし

て答えが一つに定まらない問題に自ら解を見いだしていく思考力・判断力・表現力等の能力、 (3)これら

の基になる主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度を挙げ、これらを学力の3要素としている。こ

の3要素は、 SGHで身につけさせたいカでも挙げられており、今後、これらの学力の育成が高等学枕段

階での課題となる。学校教育の変化は、次期学習指導要領改訂の方針の中でも「何を学ぶか」を見直すこ

とに加えて、「どのように学ぶカ可「何ができるようになるか」の視点から教育内容を改善していくことを

示している。併せて、これらの視点をもとにした各学校におけるカリキュラムマネジメントの実現を促進

することを求めている。

SGHは、生徒の主体的・対話的で深い学びを進めていくための学習を進める最先端の実践方法を開発

する事業である。 fldentity(自己)Jの確立、「社会的役割」の意識形成などが自己教育課題とされる高等

学枕段階2では、自ら聞いを立て、答えを見いだす資質・能力を身につけさせる教育活動の充実を図ること

が重要になる。以上のことから本研究では、 SGH施策の進行とその効果について、アクティブ・ラーニ

ング学習の充実を視点として検証方法を探っていく。この検証方法を探ることがSGH施策の効果を探る

方途であると考えるためである。

2 研究方法

本研究は、静岡大学教職杭学院の連携協力校であり SGH指定校でもあるA高等学校でのアクションリ

サーチを基盤として主に質的方法、量的方法により進めることにしt-::o SGH施策の進行と効呆に関する

本研究の構成は図 1のようになる。

まず、①外国語 G英語)教育の行政的動向について先行研究調査を参考にするとともに、高大接続改革

に関する答申等をまとめ、国および県の教育政策の中でのアクティブ・ラーニングについて整理していっ

た。②SGH施策の進行については、 SGH指定3年目の学校に対して行われた中間評価の視点、をまとめ
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